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〔編集後記〕
私が編集幹事をお引受けしてからすでに 3年が
経過したので， このたび径を退くことになった。
当初は重き者を負うて遠き道を行く感があった
が，編集委員ならびに各方面の御協力を得て， と
もかくもつつがなく責任をはたすことが出来た。
ここに各位に深く誠意を表したい。ふ予かえって
みると，以前に幹事をつとめられた萩涼教授，桑
田教授は本誌の内容の充実に絶えざる努力をはら
われた。一方会計幹事の多大の尽力もあって本誌
の発刊誌ようやく軌道にのせられた。今日の衆に
擾れた本誌の形態はこれら先輩の努力によって基
礎づけられたものである。私の任務の主たるもの
は， その伝統を継承することにあると考えた。さ
らに発畏させることも期さなければならないはず
であったろうが， 私の能力からしてそれはいささ
か過重であってP いたずらに羊頭をかかザて狗肉
を売る弊に堕することをよ F自戒した。 このこと
については就任の弁として 3年前の編集後記でふ
れた。編集後記といえば編集幹事は各号に示唆に
とむ蕗想や， 格調高い論説を記るされるのがこれ
までの震わしであったが， 私は生来の鈍筆もあっ
て，最初と最後の 2屈に終ってしまった。ひそか
に恐結している。
さて， 私が手がけた期間にかぎつての話ではな
いが，本学内における研究の発震はまことにめざ
ましいものがある。 じつはこのことを私はあまり 、
はっきりとは認識していなかった。本誌に投稿さ
れた原稿に一応巨を還すという作業を 3年間つづ
けた結果， 私は上記の事実に深い印象をうけたの
である。 とかく専門領域に閉じこもりがちであっ
た者にとって， これはじつに喜ばしい驚きであっ
た。いずれの論文も一一内容をすべて理解しうる
と法務底いえないが』一一水準の高いものであっ
て， しかも全体的には広い範酉にわたっており，
瞥見しただけでも本学の明るい将来を期待させる
のに十分なものがある。 これちの研究の様相と展
開を紹介することは，本誌のもっとも重要な任務
であると考えられる。 このような観点から，本誌
の発展に今後ともに微力をつくす所存である。お
わりにとかく怠惰な私をよくはげましてくれた編
集措助者の穏垣清子氏に感謝したい。また怪期中
に逝去された高木康史編集委員につつしんで哀悼
の意を表する。
後怪幹事は第 2生理学の本田長行教授にお引受
け環いた。本誌の着実な前進法すでに約束されて
いると考えている。
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